
特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

Ａ
　　年　　月　　日

目　　次

ＮＯＮ

０１

図面リスト

Ｅ－０１

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０１

Ａ－０２

Ａ－０７

Ａ－０８

目　　次

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

№№ 建築工事設計図 № №

Ｅ－０２

電気設備工事図面 機械設備工事図面

Ｍ－０１

Ｍ－０２

Ｍ－０３

Ｍ－０４

県立総合リハビリテーションセンター

附近見取図

配　置　図

Ａ－０９

Ａ－１０

Ａ－１１

電気設備工事特記仕様書

Ｍ－０５

Ｍ－０６

Ｍ－０７

県立総合リハビリテーションセンター

あけぼのの家空調改修工事

１階天井伏図

３階平面図

２階平面図

１階平面図

改修前１階平面図

雑詳細図（別途工事参考図）

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日

ＧＨＰ空調機電源設備１階平面図

室内ユニット電源設備１階平面図

Ｅ－０３

特記仕様書（機械設備工事）

空調機器表

１階改修平面図

あけぼの空調改修平面図

１階室外機廻り配管平面図

１階撤去平面図

あけぼの空調撤去平面図



■

、◎印を付した項目とする。■

 

Ⅰ．工　事　概　要

Ⅱ．県内産業の優遇措置

Ⅲ．建築工事仕様

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様

工事下請け業者の決定にあたっては地域性を考慮する。また使用材料の採用にあたっては県内産資材を優先して選定すること。

１．本特記仕様書、図面及び設計書（内訳書）に記載されていない事項については、以下の仕様書等によることとする。

兵庫県県土整備部住宅建築局営繕課　「建築工事関係資料」　平成27年

    ２．本工事に該当する「特記事項」項目は該当項目内の該当事項に

工事場所：神戸市西区曙町１０７０
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章 項　　　目 特　　記　　事　　項

六価クロム溶出試験

ＰＣＢ含有シーリング材の事前分析調査　

せっこうボードの処理(標仕1.3.8(b)(5)・・・・石綿、ヒ素・カドニウム含有以外のもの

不要

標仕1.3.5

標仕1.2.4

標仕1.3.3

標仕1.5.2

標仕1.5.3

標仕1.6.2

標仕1.6.6

標仕1.3.8

下記によりプリントアウトする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真 の撮り方（建築編）」により撮影し、

（　　　　　　　　　）建具廻り

測定対象室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　計（　　　）箇所

測定方法は「官庁営繕部における平成２４年度からのホルムアルデヒド等の室内空気中の化学物質の抑制に

ただし、完成写真をデジタルカメラで撮影する場合は、３００万画素以上とする。

なお、CD-ＲＯＭデータを提出すること。

分　　類

着工前

施工中・検査中

完了時

竣工写真

完成写真はＡ４版クリヤーホルダー綴りとする。

各写真は、記録広告等のため紙面掲載する場合があるので応諾のこと。

着工前及び施工中の写真 は工事写真 帳Ａ４版貼付、撮影時期、箇所等を記入し、提出する｡

 要

執務並行改修

調査範囲

現状復旧

適用する

測定する

関する措置について」による。

特別管理産業廃棄物

・廃石綿類

・ＰＣＢ含有物

・ＰＣＢ含有シーリング材

・その他　　　（

アスベスト成型板としての処理を要するもの（見なし処理を行うもの）

材料名

材料名

建材中の石綿含有率の事前分析調査　　　　　　　

調査項目は建材中の石綿（ｸﾘｿﾀｲﾙ・ｱﾓｻｲﾄ・ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ・ﾄﾚﾓﾗｲﾄ・ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ・ｱﾝｿﾌｱﾗｲﾄ）の６種類とする。

分析方法

・

材料名

・

　表紙指定色

（資格：　　　　　　　　）

測定対象化学物質

ホルムアルデヒド

パラジクロロベンゼン

トルエン

キシレン

エチルベンゼン

スチレン

管理型最終処分場で埋立処分

※　ＪＩＳ　Ａ　１４８１「建材製品中のアスベスト含有測定方法」による。

採取箇所

試験結果（計量証明書）の提出

試験方法はセメント及びセメント系固化剤を使用した改良土等の六価クロム溶出試験要領による

検体数は約1000m3につき1検体とする

（ただし、周囲を新しい仕上げとする場合は、それに準ずる）

(

規　　格

サービス版

サービス版

サービス版

測定しない

赤

建物全館無人（執務者無し）改修

厚生労働省の指針値（25度の場合）

0.08ppm

0.04ppm

0.07ppm

0.2ppm

0.88ppm

0.05ppm

処理方法

 要

緑

撮影箇所

青

(100μg/m3)

(240μg/m3)

(260μg/m3)

(870μg/m3)

(3,800μg/m3)

(220μg/m3)

定性分析

)

黒

再資源化施設で再資源化

要

要

適用しない

材料名

材料名

試料数：

試料数：

部　　数

打継ぎ

不要

その他

）

定量分析

　

試料数：

試料数：

・

調査方法と結果の整理

適　宜

キャビネ版

「建材中の石綿含有率の分析方法」（平成１８年８月２１日基発第０８２１００２号及び

基安化発第０８２１００１号）による。 分析結果は、速やかに監督員に報告すること。

工 事 の 記 録

電 気 保 安 技 術 者

施 工 条 件

施 工 数 量 調 査

調 査 の た め の

破 壊 部 分 の 補 修

技 能 士

化学物質の濃度測定

発 生 材 の 処 理 等
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特別管理廃棄物類

各工程適宜

各工程適宜

各工程適宜

４部

４部

４部

４部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公共建築木造工事標準仕様書」最新版　　　　「建築物解体工事共通仕様書」最新版

章 特　　記　　事　　項項　　　目 特　　記　　事　　項項　　　目章

４
　
外
壁
改
修
工
事

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

３
　
防
水
改
修
工
事

標仕4.2.2(d)

標仕4.2.2(e)

標仕4.2.2(h)

標仕4.2.2(i)

充填工法

種類

アンカーピンニング注入工法

種類

アンカーピンの材質

タイル張り替え工法及びタイル部分張り替え工法

接着剤の種類

タイルの品質

タイルの見本焼き

目地改修工法

種類

種類

エポキシ樹脂モルタル

エポキシ樹脂

ポリマーセメントスラリー

既成調合モルタル

シーリング材

ポリマーセメントモルタル

ポリウレタン樹脂

一般品

（

（

要

ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）

（ シーリング材の記号

不要

特注品

)

）

)その他

変成シリコン樹脂

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■ ■

■

■

■

■

■

■

■ ポリマーセメントモルタル

ひび割れ部改修工法

標仕2.3.1

標仕2.3.2

標仕2.4.1

標仕3.7.8

標仕3.8.1

標仕3.8.2

標仕3.9.1

標仕3.6.3

標仕3.5.2

標仕4.1.4(a)

標仕4.1.4(b)

標仕4.1.4(c)

標仕4.2.1

標仕4.2.2(b)

標仕4.2.2(c)

標仕3.9.2,標仕表5.2.2

標仕3.3.3,標仕3.4.3,標仕3.5.3

モルタル塗り仕上げ

浮き部改修工法

欠損部改修

ひび割れ部改修工法

目地改修

樹脂注入工法

Ｕカットシール充填工法

※

シール工法

種類

樹脂注入工法

タイル部分張替え工法

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法

タイル部分張替え工法

タイル張り替え工法

目地ひび割れ部改修工法

エポキシ樹脂

ＪＩＳ　Ａ　５７５８（建築用シーリング材）に規定する耐久性の区分８０２０と同等以上の品質を

有するものとする

（シール材）

（

種類

種別

種類

種類

可とう性エポキシ樹脂

（

ポリウレタン系

ポリサルファイド系

１成分形

可とう性エポキシ樹脂

ポリマーセメントモルタル

区分 低粘度形

Ｕカットシール材充填工法

タイル張替え工法

伸縮目地改修工法

アクリルウレタン系

変成シリコン系

2成分形

中粘度形 ）

)

ひび割れ部改修工法

欠損部改修

欠損部改修

浮き部改修工法

樹脂注入工法

充填工法

樹脂注入工法

充填工法

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

充填工法

モルタル塗替え工法

Ｕカットシール材充填工法

Ｕカットシール材充填工法

モルタル塗り替え工法

シール工法

シール工法

簡易接着性試験

試験成績表で承諾

樋の材質

表面処理

要

種類

種類

責任施工とし、請負者・防水施工業者及び材料メーカー、三者連名の保証書を提出する。

防水保証年限　（建物引渡日の翌日から１０年）

（

不要

配管用鋼管ＪＩＳＧ３４５２

その他

Ａ－１

引張接着性試験

（

Ａ－２

厚さ（

Ｂ－１

）

㎜）

Ｂ－２ Ｃ－１ Ｃ－２ Ｄ ）

ビニールシート等

A種　

100㎡程度

（不要の場合でも、総合打ち合わせ等が可能な室を提供すること）

仕上げは以下を標準とする。

備品等は以下による。

打合机

構内既存施設　：

構内既存施設　：

工事表示板

床：合板張り又はビニル床シート張り

内壁・天井：合板又は石膏ボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り

屋根：塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り　又は　鉄板張り、調合ペイント塗り

B種

書棚ロッカー

65㎡程度

花と緑あふれる美しい県土づくりシンボルマーク

その他

C種

利用できない

利用できない

更衣ロッカー

（

35㎡程度

扉　：

有償利用できる

有償利用できる

事務机

木製

20㎡程度

雨具　　

）

その他

長靴　　ヘルメット　　

10㎡程度

安全靴　　

不要

硬質塩化ビニル管ＪＩＳＫ６７４１樋

ルーフィングシートの種類

既 存 部 分 の 養 生

仮 設 間 仕 切

監 督 員 事 務 所

工 事 用 水

工 事 用 電 力

そ の 他

シーリング材の試験

アルミニウム笠木

脱 気 装 置 の 設 置

合 成 高 分 子 系

塗 膜 防 水

保 証 書

コンクリート打ち放し

仕 上 げ 外 壁 改 修

外 壁 改 修 工 法

タイル張り仕上げ

外 壁 改 修 工 法

材 料
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■

■ ■ パテ状エポキシ樹脂

４
　
外
壁
改
修
工
事

５
　
建
具
改
修
工
事

A-2種

その他の工法

欠損部改修

樹脂注入工法

タイル張り替え仕上げ

塗り仕上げ外壁等の

標仕4.3.1

標仕4.3.4(b)

標仕4.3.5(d)

標仕4.3.5(d)

標仕4.5.1

標仕4.5.3､4

標仕4.5.11

標仕4.5.9

標仕4.5.8(b)

標仕4.5.5

標仕4.6.1

標仕4.6.3

標仕4.6.3(g)

標仕5.2.4

標仕5.3.2

標仕5.4.2

標仕5.4.3(a)

標仕5.4.5

標仕5.2.5

標仕5.5.5

標仕5.2.2

標仕5.5.3(a)

標仕表5.2.1

標仕表5.2.2

標仕表5.2.1

～標仕5.2.5

標仕5.2.1

標仕5.1.5

～15

見本品の製作等

既存建具の改修

性能及び構造

種　　別

表面処理

(

結露水の処理方法

詳細は図面特記による

性能及び構造

外部に面する鋼製建具の耐風圧性

性能及び構造

種　　別

材　　　　料

既存建具の改修

既存建具の改修

材　　　　料

建具見本の製作　

特殊な建具の仮組  

図面特記による

鋼板のメッキの付着量

詳細は図面特記による

詳細は図面特記による

鋼板のメッキの付着量

A-1種

性能項目

性能項目

（

（

耐風圧性

A種

70

100

要

A種

Ｓ-４

Ｓ-５

Ｓ-６

要

要

（

（

（

不要　

不要　

B種

耐風圧性

B種

Ｚ１２又はＦ１２

Z06

B-2種

C種

C種

気密性

C-1種

)

）

)

その他（

E16

水密性

E24　　

D種　）

） ）

）

Ｕカットシール充填工法

シール工法

改修方法

工　　　　法

伸縮目地及び誘発目地

タイル張りの工法

施工後の試験

既存塗膜の劣化部の除去

仕上塗材の種類に応じた下地モルタルの仕上げ

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

手動式エポキシ樹脂注入工法

機械式エポキシ樹脂注入工法

注入口間隔

（

注入後の検査

樹脂注入工法

Ｕカットシール充填

タイル部分張り替え工法

タイル張り替え工法

密着張り

改良積上げ張り

改良圧着張り

マスク張り

モザイクタイル張り

要

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法

サンダー工法（高圧洗浄機１０ＭＰａ程度以上）

高圧水洗工法（高圧洗浄機３０ＭＰａ程度以上）

塗膜はく離剤工法

水洗い工法

刷毛引き

金ごて押さえ

木ごて押さえ

（

（

シール充填後の表面措置

シール充填後の表面措置

コアー抜き本数

コアー抜き後の埋戻し

要

(

不要

（

浮き部改修

不要

要

　　　　本

樹脂モルタル

（

（

（

（

不要

表面処理材

表面処理材

要

要

検査方法

標仕による

無収縮モルタル

不要

不要

コアー抜き

）

）

）

）

）

）

）

㎜ ２００～３００㎜ ）

）

枠の見込み 

寸法(mm)

Ａ　　　　種

Ｂ　　　　種

Ｃ　　　　種

Ｓ-４

Ｓ-５

Ｓ-６

Ａ-３

Ａ-４

Ｗ-４

Ｗ-５

Ａ　　　　種

Ｂ　　　　種

Ｃ　　　　種

コンクリート打ち放し

仕 上 げ 外 壁 改 修

外 壁 の 改 修

改 修

一 般 事 項

アルミニウム製建具

樹 脂 製 建 具

鋼 製 建 具

鋼 製 軽 量 建 具

B-1種 C-2種

F06
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国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」最新版、　　「建築工事監理指針」最新版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」最新版、 「建築改修工事監理指針」最新版

特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

Ａ
　　年　　月　　日

０２
特記仕様書（１）

ｎｏｎ

・

・

県立総合リハビリテーションセンター

構造・規模：能力開発施設，鉄筋コンクリート造３階建，１階あけぼのの家空調設備改修工事

　　　　　　あけぼのの家空調設備改修工事に伴う電気設備改修工事、建築改修工事

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日



特　　記　　事　　項項　　　目章 特　　記　　事　　項項　　　目章 特　　記　　事　　項項　　　目章

７
　
塗
装
改
修
工
事

６
　
内
装
改
修
工
事

８
　
耐
震
改
修
工
事

材料の指定

４）監督職員の承諾を得た材料。

３）公共住宅建築工事共通仕様書に基づく部品及び機器の品質性能基準に適合する部品。

２）「建築資材・設備機材等品質性能評価事業」（社）公共建築協会評価書を交付された材料。

１）ＪＩＳ、ＪＡＳ等の規格に適合する材料。

特記のない場合は以下による

本工事に該当する品目は○印のものとする

８
　
耐
震
改
修
工
事

９
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

５
　
建
具
改
修
工
事

６
　
内
装
改
修
工
事

～6.9.4

カーペット敷き

合成樹脂塗床 標仕6.10.1

～6.10.4

標仕6.9.1

標仕5.6.1

標仕5.7.1

標仕5.10.1

～標仕5.6.5

標仕5.11.1

標仕5.13.1

標仕6.2.1

標仕6.3.1

標仕6.4.1

標仕6.5.1

～5.13.2

～5.11.5

～5.10.5

～5.7.4

標仕6.2.2(a)(1)

～6.2.2

標仕6.2.2(a)(2)

～6.3.2

標仕6.2.2(c)

～6.4.2

標仕表6.5.3

標仕表6.5.4

標仕6.5.2(c)

標仕6.5.2(a)(2)木 材 の 含 水 率

造作材の等級品質

代 用 樹 種

造作用集成材等

床張り用合板等

特 殊 造 作 材

防腐・防蟻処理

ステンレス製建具

建 具 用 金 物

重量シャッター

軽量シャッター

ガ ラ ス

既 存 床 の 撤 去

並びに下地補修

既 存 壁 の 撤 去

並びに下地補修

既存天井の撤去

並びに下地補修

木 下 地 等

表 面 仕 上 げ

及 び 床 組

等の内部間仕切り

鉄筋コンクリート造

軽量鉄骨天井下地

軽量鉄骨壁下地

及びゴム床タイル張り

標仕6.5.5

標仕6.5.2(e)

標仕6.5.6 

標仕6.5.9

標仕6.6.1

～6.6.4

～6.7.4

～標仕6.8.4

ビニル床シート、

ビニル床タイル

標仕6.8.1

標仕6.8.3(b)(3)

標仕6.7.1

標仕6.11.1フローリング張り

～6.11.3

形状及び寸法

形状及び寸法

（

）不要要（

C種　）B種A種（織りじゅうたん

ﾊﾟｲﾙの長さ（　　　　　mm）ﾊﾟｲﾙの形状（　　　　　　）ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ

）全面接着工法ｸﾞﾘｯﾊﾟー工法（工法

厚さ　　 　　mm　）（ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

）　 　　mm)　ﾊﾟｲﾙの形状(        )総厚さ(ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ 種類(

寸法 （   mm）

ｶｰﾍﾟｯﾄ下敷き材（　　　　　　　　　　　　　） 厚さ（　　　　mm　）

弾性ｳﾚﾀﾝ塗り床

つや消し仕上げ 防滑仕上げ平滑仕上げ

防滑仕上げ平滑仕上げ薄膜流し展べ工法

ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗り床

防滑仕上げ平滑仕上げ厚膜流し展べ工法

防滑仕上げ平滑仕上げ樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

平滑仕上げ薄膜型塗床工法

材　　　　料

(SUS　　　　　　　）その他ＳＵＳ304（ステンレス鋼板

既存建具の改修

詳細は図面特記による

表面仕上げ

鏡面ヘアーライン

曲げ加工

普通曲げ 角出し

マスターキー

（※コンストラクションキー対応については監督職員と協議する。）不要　要

種　　　　類

防煙シャッター屋内用防火シャッター外壁用防火シャッター一般重量シャッター

耐風圧性能

一般重量シャッター 外壁用防火シャッター

風圧力　　（　　　　　　　）Ｎ/㎡

開閉形式

上部電動式 （手動併用） 上部手動式

耐風圧性能

風圧力　　（　　　　　　　）Ｎ/㎡

ガラス留め材

シーリング材 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

建築用ガスケット　（ＪＩＳ　A　　５７５６　）

無有　　　　　　（既存床の撤去 ）

下地モルタル

）無有　　　　　　（撤去の有無　　　　　

）不要要（浮き・欠損部の撤去

合成樹脂塗床材の除去工法

機械的除去工法

目荒らし工法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）改修後の床の清掃範囲

間仕切壁撤去後に伴う構造体の補修

モルタル塗り（標仕4.4.9による）

その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

天井撤去の方法

全面撤去　（仕上げ材・下地材・軽量鉄骨下地）

軽量鉄骨下地　　）下地材（　　　　　　　　　　　　）仕上げ材（　　部分撤去　

Ｄ種

Ｄ種

Ｄ種

Ｄ種

C種

C種

C種

C種

B種

B種

B種

B種

A種

A種

A種

A種

種類適用部位

B種　）A種 （　造作材

B種　）A種 （下地材

B種A種

標仕表6.5.4による禁止する

）造作用集成材（JAS規格品

樹種（　　　　　　　　　　　）

樹種　　使用か所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

木材の防腐・防蟻処理はｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ等を含有しない非有機ﾘﾝ系の薬剤とし、

加圧式防腐・防蟻処理等は工場で行い、十分乾燥した後に現場へ搬入する。

）その他杉　（間仕切り軸組材

）その他松杉　（床組

土間スラブの場合の土台、転ばし大引き、転ばし根太

）その他保存処理木材桧（

）（壁及び天井下地

）その他松杉　下地材の樹種

材　　　　　　料

25形　）19形野縁の種類 （天井：

）２２５程度３００程度３６０程度（野縁の間隔

壁： 100形　）90形65形50形

接着剤の種類と使用箇所

ビニル床シート及びビニルタイルの接着剤

詳細は図面特記による

ゴム床タイル用接着剤

詳細は図面特記による

工　　　　法

ビニル床シートの熱溶接工法の適用

ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ　）ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ（単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

）複合3種複合2種複合1種（複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

樹種（　　　　　　　　）

湿式工法（ﾓﾙﾀﾙ埋込工法））直張り工法根太張り工法釘留め工法  （

接着工法 

板厚（　　　　　　　mm） 塗装（　　　　　　　　　）

◎
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畳敷き

せっこうボード、

その他ボード及び

合 板 張 り

標仕6.13.1

標仕6.14.1

標仕6.15.1

標仕6.16.1

標仕表6.12.2

～6.13.3

～6.14.3

～6.15.7

～6.16.5

壁 紙 張 り

モ ル タ ル 塗 り

タ イ ル 張 り

セルフレベリング材 標仕6.17.1

～6.16.5

～7.2.7

　　　～

下 地 調 整 標仕7.2.1

標仕7.4.1各 種 塗 料 塗 り

鉄 筋

溶 接 金 網

鉄 筋 の 継 手

鉄 筋 の 定 着

ガ ス 圧 接

レディーミクストコンクリート

製 造 工 場 選 定

標仕8.2.1

標仕8.2.2

標仕8.3.4

標仕8.3.8

標仕8.4.2

標仕8.4.3

標仕表8.3.4

標仕8.3.8

柱・梁の主筋、耐力壁の鉄筋の重ね継手長さ：標仕表8.3.2かつ40d

網目の形状（　　　　　）

柔道用　）） D種（C種B種A種種別（

合板類の張付け工法 Ｂ種Ａ種

継目処理工法目透し工法突付け工法石膏ボードの継ぎ目処理工法

不要要遮音シール材

防炎処理難燃処理防虫処理

）ＲＢ種ＲＡ種素地こしらえ（

使用する既製目地材

）（押し目地床目地の工法

無）有役物の適用 （

無）有

無）有

見本焼き　 （

試験張り   （

一般床タイル張り大型床タ イル(200角以上）張り床タイル張り

ユニットタ イル張り

壁タイル接着剤張り改良積上げ張り内装タイル張り

改良圧着張り改良積上げ張り密着張り外装タイル張り

型枠先付けマスク張り

モザイクタイル張りマスク張りユニットタイル張り

　　）PS-2シーリング材（

深さ　　 mm）幅　　　 mm目地寸法（

セメント系石膏系

セルフレベリングの塗り厚（　　　　　　　　㎜　）

木   部

鉄鋼面

亜鉛めっき面

モルタル面・プラスター面

コンクリート面・ＡＬＣ面

コンクリート面・押出成形セメンﾄ板面

石膏ボード面・その他ボード面

塗料の種類

木　　　部

鉄　鋼　面

亜鉛めっき面

木　　　部

鉄鋼面及び亜鉛めっき鋼面

）Ｂ種■Ａ種■(コンクリート面・モルタル面

柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さ

上記以外の鉄筋の定着長さ：

圧接作業における技能資格者は、工事に相応したＪＩＳ　Ｚ　３８８１による技量を有するものとし

ガス圧接技量資格者証を提示すること。

圧接完了後の試験

試験方法 超音波探傷試験

引張試験

標仕表8.3.4適用

（圧接箇所全数）

（公共建築工事標準仕様書　5.4.9（２）（ⅱ）による）

Ｌ1、Ｌ1h

構造図特記

Ｌ2、Ｌ2h

鉄　鋼　面 ( Ａ種 Ｂ種 ）

上塗りの等級 ( １級 ２級 ３級 ）

亜鉛めっき面 ( Ａ種 Ｂ種 ）

上塗りの等級 ( １級 ２級 ３級 ）

コンクリート面・押出成形セメント板面 （ Ａ－１種 Ａ－２種 Ｂ－１種 ）

（ Ｂ－２種 Ｃ－１種 Ｃ－２種 ）

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP－G）

コンクリート面・モルタル面

その他ボード面

プラスター面・石膏ボード面 ( Ａ種 Ｂ種 ）

木　　　　部 ( Ａ種 Ｂ種 ）

鉄　鋼　面 ( Ａ種 Ｂ種 ）

亜鉛めっき面 ( Ａ種 Ｂ種 ）

( Ａ種 Ｂ種 ）

( Ａ種 Ｂ種 ）

( Ａ種 Ｂ種 ）

マスチック塗材塗り ( Ａ種 Ｂ種 ）

ラッカーエナメル塗り　（ Ｌ Ｅ ）

オイルステイン塗り　（ Ｏ Ｓ ）

木材保護塗料塗り　（ Ｗ Ｐ ）

鉄筋材料

ＪＩＳ　Ｇ　　３１１２

材　　　料

ＪＩＳ　Ｇ　　３５５１

径　　　　　（ ） φ 網目の寸法（　　　　　）

継手の方法

重ね継手

ガス圧接継手 ( 種類　　　　　　 径　　　㎜以上）

機械式継手 ( 種類　　　　　　 径　　　㎜以上）

溶接継手 ( 種類　　　　　　 径　　　㎜以下）

ＳＲ２３５

ＳＤ３４５

ＳＲ２９５

ＳＤ３９０

ＳＤ２９５Ａ ＳＤ２９５Ｂ

ｺﾝｸﾘｰﾄ製造工場の選定にあたって、全国品質管理監査会議の策定した統一基準に基づく監査に合格した

資格の確認（常駐の確認）,②品質管理責任者の配置の確認,③コンクリートの圧縮強度の管理体制の確認,

工場とする。それ以外を選定する場合は受注者による臨場、確認等（製造関係：①品質に携わる技術者の

④配合への臨場（試験練時）,⑤単位水量にかかる日常管理に関する事項の確認、施工関係：⑥有資格者等

の臨場,⑦打設状況報告書の作成等）にかかる事項を監督員は確認する。

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

ウレタン樹脂ワニス塗り　（ Ｕ Ｃ ）

合成樹脂エマルション模様塗料塗り　（ Ｅ Ｐ － Ｔ ）

合成樹脂エマルションペイント塗り（ Ｅ Ｐ ） ( Ａ種 Ｂ種 ）Ｃ種

耐候性塗料塗り　（ Ｄ Ｐ ）

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り　（ Ｎ Ａ Ｄ ）

フタル酸樹脂エナメル塗　（ Ｆ Ｅ ）

クリヤラッカー塗り　（ Ｃ Ｌ ）

）２　　種１　　種(

）C種Ｂ種Ａ種(

）C種Ｂ種Ａ種(

）C種Ｂ種Ａ種(

）Ｂ種Ａ種(

合成樹脂調合ペイント塗り　（ Ｓ Ｏ Ｐ ）

）ＲＣ種ＲＢ種ＲＡ種(

）ＲＣ種ＲＢ種ＲＡ種(

）ＲＣ種ＲＢ種ＲＡ種(

）ＲＣ種ＲＢ種ＲＡ種(

）ＲＣ種ＲＢ種ＲＡ種(

）ＲＣ種ＲＢ種ＲＡ種(

）ＲＣ種ＲＢ種ＲＡ種(

構造図特記
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アスベスト処理工事

標仕8.2.5

標仕8.9.1

標仕8.8.1

標仕8.1.4

標仕8.2.5

コンクリートの材料

設計基準強度(FC）

混 和 剤 の 種 類

打ち放し仕上げの種類

各 種 試 験

軽量コンクリート

使 用 ア ン カ ー

施工管理技術者

技 能 者

施 工 確 認 試 験

鋼構造物製作工場

施 工 管 理 技 術 者  

鋼 材 の JIS規 格

標仕8.11.1

標仕8.11.2

標仕8.11.5

高力ボルトの規格

見隠れエンドタブ切断

溶 接 部 の 試 験

耐 火 被 覆

標仕8.14.7

標仕8.14.11

標仕8.17.1

～8.17.8

～9.1.3

標仕9.2.3

標仕9.3.1

～9.3.4

標仕9.5.1

～9.5.3

標仕9.6.1

～9.6.4

標仕9.1.1

断熱アスファルト防水

改 修 工 事

外 断 熱 改 修 工 事

断熱・防露改修工事

屋上緑化改修工事

標仕9.7.1

～9.7.9

コンクリート舗装

路 床

路 盤

透水性アスファルト舗装

（一般のアスファルト舗装

改修工事にも準用する）

透水性アスファルト

舗 装 改 修 工 事

セメントの種類

普通ポルトランドセメント 早強ポルトランドセメント

シリカセメント フライアッシュセメント

18 N/mm2 21N/mm2 24 N/mm2 27 N/mm2 30 N/mm2 33 N/mm2

36 N/mm2 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ（　　　N/㎜2：27N/㎜2以下）　　

高性能ＡＥ減水剤 ＡＥ減水剤 ＡＥ剤

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種

各試験実施機関は兵庫県ｺﾝｸﾘｰﾄ工法に関する指導要綱第８による試験実施機関とする。

適用箇所　（　図面特記　）

種類 １種 ２種

所要気乾単位容積質量　（　　　　　t/m3）

有機系 無機系

接着系アンカー

◎ 引張耐力（　構造図特記　） ◎ 有効埋込深さ（　構造図特記　）

金属拡張系アンカー 引張耐力（ ）N/mm2 有効埋込深さ（ ）ｄ以上

JCAAの資格者（あと施工アンカー技術管理士又はあと施工アンカー主任技師）

上記と同等の知識及び経験を持った者

埋込み配管等の探査方法（　鉄筋探査器により確認　）

JCAAの資格者（第１種あと施工アンカー施工士） 左記と同等の知識及び経験を持った者

全数打音試験 引張試験（確認試験荷重：引張耐力×２／３）

（ Ｊｸﾞﾚｰﾄﾞ Ｒｸﾞﾚｰﾄﾞ Ｍｸﾞﾚｰﾄﾞ Ｈｸﾞﾚｰﾄﾞ　 Ｓｸﾞﾚｰﾄﾞ）

工事現場における鉄骨製作工場の表示 

適用する（　　　級）

規格品 適合品 

SN（A　　　　、B　　　　　、C　　　　） SM（　　　　　  ）

SS（　　　） STK（　　　　） STKR（　　　　） SSC（　　　　） 

トルシア形高力ボルト２種（S10T）認定品

JIS形高力ボルト２種（F10T）

溶融亜鉛メッキ高力ボルト１種（F８T相当）認定品 

要 不要 ◎ 鉄骨標準図に図示

超音波探傷試験 その他（　　　　　　）

耐火材吹き付け（ 乾式 半乾式 湿式　）

耐火板張り（ 直張り 箱張り化粧下地　）

耐火材巻き付け

その他

ラス張りモルタル塗り

硬質ウレタンフォーム

フェノールフォーム

ロックウール

グラスウール

セルローズファイバー

現場発泡工法

断熱材の種類 Ａ種１ Ａ種２ Ａ種３

Ｂ種１ Ｂ種２

厚さ （ ） ㎜

適用範囲～工法は図面特記による

枯補償期間　（建物引渡日の翌日から１年間）

◎

◎

◎

◎

◎

高炉セメント（B種）

２種ｂ ）

保温板（ ３種ｂ ）

保温板（ ）

保温帯（ ）

除去工法 封じ込め工法

除去したアスベスト含有吹付材等の飛散防止 湿潤化 固形化

施工計画書を作成のうえ監督員の承諾を受けること。◎

改修工法の種類　（　図面特記　）◎

打込み工法

種別 厚さ　㎜

ビーズ法ポリスチレンフォーム

押し出し法ポリスチレンフォーム 保温板（

盛土（ Ａ種 Ｂ種 C種 Ｄ種　）

遮断層　　　　（材料　　　　　　　、層厚：　　　　　mm）

凍上抑制層　（材料　　　　　　　、層厚：　　　　　mm）

フィルタ ー層（材料　　　　　　　、層厚：　　　　　mm）

砂の粒度試験（ 要 不要　）

路床安定処理剤（　　　　　　　　　　　　　　　）

ジオテキスタイル （ 要 不要 　）

CBR試験（ 要 不要　）

路床締め固め度の試験　（ 要 不要　）

路盤の厚さ（      　mm）

路盤材料 （ 砕石 再生材 ） ）鉄鋼スラグ他（

路盤の厚さ及び締め固め度試験◎

表層の厚さ （　30mm　） （　　　mm　）

材料 （ 再生アスファルト ストレートアスファルト　）

加熱アスファルト混合物の種類（ 一般地域 寒冷地域）

カラー舗装基層（ 有り 無し　）

カラー舗装の着色骨材 有色骨材（焼成） 有色骨材（樹脂皮膜）

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験（ 要 不要　）

種類(          ) 厚さ（　　  　　 ） 設計基準強度（　　N/mm2） スランプ（　　㎝）

注入目地材（

コア採取（ 要 不要　）

低弾性タイプ 高弾性タイプ　）
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特殊張り工法（体育館床工事標準施工要領書：日本ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ工業会） 

スタッドの種類  （

ナラ １５

品質（　　　　　　）

特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

Ａ
　　年　　月　　日

０３
特記仕様書（２）

ｎｏｎ

防火性能（不燃）

県立総合リハビリテーションセンター

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日



特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

Ａ
　　年　　月　　日

附　近　見　取　図

１／２５００

森友緑地

のぞみの家

おおぞらのいえ

福祉のまちづくり工学研究所

持子公園

浄泉寺公園

吉田王塚古墳

国
道
17
5号

線

県道21号神戸明石線

枝吉城跡

玉津郵便局

１／２５００

神戸市立王塚台中学校

明石川

工事施工場所

県立リハビリテーション中央病院

自立生活訓練センター

障害者支援施設

県立総合リハビリテーションセンター

０４

附　近　見　取　図

あけぼのの家

工事施工場所：神戸市西区曙町１０７０（あけぼのの家）
あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日



特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

障害者高等技術
専門学院

県営住宅

国立視力
障害センター

のぞみの家

駐車場

駐車場

民家

身体障害者更生施設
県営住宅

駐車場 駐車場

駐車場

小児リハ病棟等

障害者スポーツ
交流館

中央病院

至国道175号線

１／１０００

　自立生活訓練センター

福祉のまちづくり研究所

Ａ

配　置　図
０５

県立総合リハビリテーションセンター

改修建物(コア棟・あけぼのの家)を示す

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日



所長室

特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

Ｉ
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6000 6000 6000

18000 9000

3000 2500 2000 3000 9000

23000
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0
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6
0
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6
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6
0
0
0

6
0
0
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6
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

2
0
5
0
0

4
5
0
0

3
0
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

１ ２ ３ ４ ５ ５' ６' ７'

Ｂ

Ｃ

Ａ'

Ｂ'

Ｃ'

27000 13000

6500 6500

3000 3500

10000

１ ５ ５' ６ ７

７”

７”

Ｄ'

Ｄ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

評価作業棟

ﾋﾟﾛﾃｨｰ

UP

滑り台

中　央　棟 コ　ア　棟

廻り階段
厚生相談事務室

事務室

ｶｳﾝﾀｰ

待合ﾛﾋﾞｰ

玄関 玄関・ホール

湯沸室 PS

倉庫１

倉庫２

EV

PS

男子便所

PS

女子便所

UP

１／２００

１／２００

煙突

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

電気機械室

Ａ

０６

印刷科

機械室

県立総合リハビリテーションセンター

組立工作科

就労移行科

Gr

Con

Con

AsAs

BTL

BTL

BTL

BTL

BTL

暗室

Gr

プレファブ
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

駐輪場撤去

別途工事

面接室

3500

改修前１階平面図

370 5410 470

2
2
2
0

1
9
1
0

柱 -□100*50*2.3

桁-□100*50*2.3

母屋-C60*30*2.3@1000
ﾋﾞﾆﾙ波板葺

１／２００解体駐輪場立面図

2
2
2
0

975 4540 615

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日
改修前１階平面図



特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

改修範囲を示す

Ａ

県立総合リハビリテーションセンター

所長室

Ｉ
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Ｂ

Ｃ

１ ２ ３ ４ ５ ５' ６' ７'

Ｂ

Ｃ

Ａ'

Ｂ'

Ｃ'

27000 13000

6500 6500

3000 3500

10000

１ ５ ５' ６ ７

７”

７”

Ｄ'

Ｄ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

評価作業棟

ﾋﾟﾛﾃｨｰ

UP

滑り台

中　央　棟 コ　ア　棟

廻り階段
厚生相談事務室

事務室

ｶｳﾝﾀｰ

待合ﾛﾋﾞｰ

玄関 玄関・ホール

湯沸室 PS

倉庫１

倉庫２

EV

PS

男子便所

PS

女子便所

UP

１／２００

１／２００

煙突

電気機械室

印刷科

機械室

組立工作科

就労移行科

Con

AsAs

BTL

BTL

BTL

BTL

BTL

暗室

Gr

プレファブ

面接室

3500

１９００×１１００×２００Ｈ
コンクリ－ト室外機基礎
別途工事

ネットフェンス
ｺﾝｸﾘｰﾄ土間

Gr

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日

０７

１階平面図

１階平面図



特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

Ａ

県立総合リハビリテーションセンター
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0
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Ａ

Ｂ

Ｃ

１ ２ ３ ４ ５ ５' ６' ７'

Ｂ

Ｃ

Ａ'

Ｂ'

Ｃ'

27000 13000

6500 6500

3000 3500

10000

１ ５ ５' ６ ７

７”

７”

Ｄ

Ｄ'

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ Ｉ

暗室
材料置場

職能評価室

滑り台

DN

渡り廊下

部長室

相談室Ａ

廊　下

相談室Ｂ 相談室Ｃ

職員室

渡り廊下 EVﾎｰﾙ

湯沸室 PS

EV

男子便所

女子便所

PS

PS

UP

DN

更衣室

倉庫

煙突

１／２００

１／２００

評価作業棟

コ　ア　棟中　央　棟

廻り階段

２階平面図

渡り廊下

機械室

屋上

屋上

屋上

屋外作業場

２階平面図

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日

０８



特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

Ａ

県立総合リハビリテーションセンター

中　央　棟 コ　ア　棟

評価作業棟

１／２００

１／２００

煙突

女子便所

PS

UP

DN

男子便所

PS

EV

PS湯沸室

廊下

倉庫

更衣室

渡り廊下廊　下

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

廊下

渡り廊下

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｄ'

Ｄ

７”

７”

７６５'５１

10000

35003000

65006500

1300027000

Ｃ'

Ｂ'

Ａ'

Ｃ

Ｂ

７'６'５'５４３２１

Ｃ

Ｂ

Ａ

3
0
0
0
0

4
5
0
0

2
0
5
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

4
5
0
0

3
0
0
0

4
5
0
0

8
5
0
0

23000

900030002000250035003000

900018000

600060006000

3
0
0
0
0

2
1
0
0
0

3
0
0
0

6
0
0
0

3
0
0
0

6
0
0
0

3
0
0
0

Ｉ

理事長室 会議ｽﾍﾟｰｽ

会議室

会議室

会議室 会議室 会議室

書庫

財務部・事業部

更衣室

倉庫

常務室
手洗い新設

専務室

相談役･ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ室

監事室

総務部

ｻｰﾊﾞｰ室

３階平面図

３階平面図

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日
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特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

Ａ

県立総合リハビリテーションセンター

倉庫１倉庫２ EV

湯沸室

PS

男子便所女子便所

PS PS

電気機械室

煙突

機械室

組立工作科

既設ｱﾙﾐ製点検口 600x600

新設ｱﾙﾐ製点検口 450x450

既設ｱﾙﾐ製点検口 450x450

LGS天井下地 19型

LGS天井下地 19型

GB(P)t=9.5，EP塗　撤去復旧

GB(P)t=9.5，EP塗

現地調査の上必用最低限の撤去とする

天井仕上材撤去復旧部を示す

LGS天井下地 19型

LGS天井下地 19型

LGS天井下地 19型

LGS天井下地 19型

天井仕上げ符号

１／１００

１／１００１階天井伏図

１階天井伏図

印刷科 就労移行科

0.8FK，t=6，EP塗

GB-R t=9.0，ﾘｼﾝ吹付

0.8FK，t=6，EP塗　撤去復旧

0.8FK，t=8，ﾘｼﾝ吹付　撤去復旧

暗室
玄関・ホール

Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

ＥＥ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日
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新設ｺﾝｸﾘｰﾄ製クーラー用架台

特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

Ａ

県立総合リハビリテーションセンター

倉庫２

女子便所

Gr

As

Gr

プレファブ

倉庫２

女子便所

Con

As

プレファブ

Gr

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

t=100，無筋

縁石

5410

5780

2
2
7
0

2
2
7
0

4
5
4
0

5
7
8
0

差し筋D13@200
ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ150*150*6

ｺﾝｸﾘｰﾄ土間，刷毛引き，t=150

コンクリ－ト室外機基礎

１９００×１１００×２００Ｈ

門扉W=800H=1500

南京錠付

Gr

Con

Con

Con

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ，H=1500

朝日ｽﾁｰﾙ工業UNﾌｪﾝｽ同等

5780

5
7
8
0

3
0
0
0

2
7
8
0

改修前室外機基礎廻り平面図 改修後室外機基礎廻り平面図１／１００ １／１００

180

5050

支柱

1
0
0

4
5
0

1
5
0
0

3
0

支柱

1
0
0

4
5
0

1
5
0
0

3
0

フェンス基礎構造図 フェンス門扉基礎構造図１／２０ １／２０

300
再生クラッシャーラン(RC-40)

モルタル(1：3)

再生クラッシャーラン(RC-40)

モルタル(1：3)

ＵＮ－Ａ１５００Ｓ－４０
ＵＮ片開き門扉朝日ｽﾁｰﾙ工業㈱

朝日ｽﾁｰﾙ工業㈱

50 50

2
0
0

1
0
0

4
0
0

1
0
0

新設ｺﾝｸﾘｰﾄ製クーラー用架台

D13 ＠200,ﾀﾃﾖｺ 共

※使用ｺﾝｸﾘｰﾄFc＝21N/mm2

1900

1
1
0
0

1100

室外機基礎構造図 １／２０

Ｈ１５００－４０×Ｗ８００

着色部
駐輪場撤去

24.56㎡

１／２０，１／１００

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日
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雑詳細図（別途工事参考図）



特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

県立総合リハビリテーションセンター

電気設備工事特記仕様書
Ｅ

 建築工事  電気工事  機械工事  別途工事

補　足　事　項 工　事　概　要 使　用　資　材

印を適用する。

印を適用する。

接地極の種類記号 接地抵抗値 接地極

名　　　　　　　称 取 　　付 　　高(mm)
1,800～2,000

1,800

1,500(上端1,900以下)
〃
〃コ ン セ ン ト（一　般）
〃 200〃 （和　室）

150〃 （台　上）
〃 （土　間）

〃 2,100～2,500ブ ラ ケ ッ ト（一　般）
〃 2,500〃 （踊　場）

150〃 （鏡　上）

1,500(上端1,900以下)
〃 1,500

1,300〃

500
2,000

〃
〃 200

1,500(上端1,900以下)
2,300〃

〃 2,300
〃

〃 2,300
〃
〃 2,300
〃

〃
200〃〃 （和　室）

1,900

200〃 （和　室）
1,900

1,500
〃 1,300
〃 1,300
〃 2,300

1,300
300

600～1,300

1,300

1,300

1,300

1,300
1,300

300

300

機器の取付高さは図示のほか下記を標準とする。

取 引 用 計 器
引 込 開 閉 器

分 電 盤
ス イ ッ チ

壁 掛 形 制 御 盤
開 閉 器 函
操 作 ス イ ッ チ

端 子 盤
保 安 器 箱
壁 付 位 置 ボ ッ ク ス

（和　室）〃

壁 掛 形 親 時 計
子 時 計
壁 掛 形 ス ピ ー カ ー
ア ッ テ ネ ー タ ー

表 示 盤
壁 付 発 信 機
ベル・ブザー・チャイム
壁 付 ボ タ ン

壁 付 イ ン タ ー ホ ン
壁 付 位 置 ボ ッ ク ス

分 配 器 箱
テ レビアウトレット

収 容 箱

受 信 機 ・ 副 受 信 機
総 合 盤
発 信 機
電 鈴

床  上 ～ 中　心

床  上 ～ 中  心
地  上 ～ 窓中心

台  上 ～ 中　心
床  上 ～ 中　心

鏡上端 ～ 中　心

床  上 ～ 中　心

床　上 ～ 下　端
床　上 ～ 中　心

床　上 ～ 中　心

床　上 ～ 中　心

床  上 ～ 上　端
床　上 ～ 中　心
床　上 ～ 中　心
床　上 ～ 上　端

床　上 ～ 中　心

測　　　　　　定

動

力

電

話

時
計
・
拡
声

火

災

報

知

電

灯

表

示

イ
ン
タ
｜
ホ
ン

電
力
共
通

IV　図　示　記　号

特記なき図示記号は、国土交通大臣官房官庁営繕課監修「電気設備工事標準図」最新版による。

Ｄ　Ｘ　　パナソニック　　八　木　　マスプロ

工　事　項　目

・ 電力引込負担金

・ 太陽光全量買取引込分担金

・ 消火器 

・ ガス漏れ警報器

・ ｴｱｺﾝのﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ取付

・ 同上用電気配線工事

・ 同上用電線管工事

・ 同上用電線管工事

・ ｴｱｺﾝの１次側電気工事

・ ｴｱｺﾝの２次側電気工事（ｱｰｽ共）

 ・ 換気扇、天井扇等の取付工事

・ 埋込み盤類の仮枠

・ 天井埋込器具の切込下地補強

・ 天井埋込器具の墨出し

・ 同上施工後の鉄筋補強

・ ＲＣ躯体貫通用 ｽﾘｰﾌﾞ及び箱入

・ キュービクルの基礎

・ 電波障害調査費

・ 電波障害対策費

・ 電力会社柱・ＮＴＴ柱移設・撤去分担金

・ 自立盤のコンクリート基礎

・ 給湯器用操作線及びﾘﾓｺﾝ取付工事

・ 同上スイッチ(ﾛｽﾅｲ含む)の取付工事

主体工事の準ずる

III　機器取付高さ

高圧受電　　　設備工事

低圧幹線　　　設備工事

動　　力　　　設備工事

電話（有線）　設備工事

情報

放　　送　　　設備工事

ナースコール　設備工事

呼出表示 設備工事

ﾃﾚﾋﾞ共同聴視　設備工事

電気時計　　　設備工事

自動火災報知　設備工事

非常警報　　　設備工事

自動閉鎖装置　設備工事

避　雷　針　　設備工事

防災、防犯　　設備工事

屋外灯 設備工事

太陽光発電 設備工事

特　記　仕　様　書
工事名称

工事場所

工事期間

敷地面積　　　　　㎡　　　延面積　　　　　㎡　　　　延面積　　　　　㎡

地　下　　　　　　階　　　地　上　　　　　階　　　　塔　屋　　　　　階

　 印を適用する。工事種目

総　　　　則

 １．適　　用 本工事は、特記仕様書・設計図　電気設備技術基準・電力会社内線規定・消防法等、

 建築基準法、及び、　

 ２．優先順位

社団法人　日本建築家協会監修建築設備工事共通仕様書による。

国土交通大臣官房官庁営繕部監修電気設備工事共通仕様書（最新版）

同標準図（最新版）による。

（ 盤、キュービクル等機器はメーカー標準仕様とする。）

 設計図書の優先順位は下記による。

（１）現場説明書、質疑応答書

（２）特記仕様書

（３）設　計　図

（４）共通仕様書

（５）上記いずれも記載なき場合、不明の場合は係員指示による。

 ３．法令・条例等  本工事施工に先立ち事前に所轄官公庁及び関係先へ充分な打ち合わせの上、工事に着手

すること。 尚、これに要する申請及び手続きはその費用を含め請負者にて行うこと。

 ４．疑　　　義

 ５．軽微な変更

 設計図書に疑義を生じた場合は係員と協議の上、その指示による。

 工事の施工に際し、現場の納まり又は取合上器具の取付位置・取付工法などの軽微な

 変更は係員の指示によって行う。この場合請負金額は増減しない。　

 ６．工程、施工図  本工事施工に先立ち､建築､給排水等､他工事との取合いについて充分打ち合わせの上､

 工程表及び施工図を遅延なく作成し、係員の承認をうけた後着手する。

 ７．機器及び材料  工場製作による機器類及び加工材遅延なく製作図を提出し、係員の承認をうけた後

 製作加工に着手すること。これらの機器類及び加工材は工場検査を受けた後、現場搬入

 する。 尚､市販品等については､見本品又はカタログ等を提出し係員の承認を受ける。

 ８．工事写真  工事写真はカラーサービス版とし撮影日時場所を明記の上アルバムにて提出すること。

 撮影箇所は地中埋設部､隠蔽部､機器据え付け施工中その他係員が指示する箇所とする｡

 工事の施工に際して係員立ち会いのもとに、各種試験検査を行い関係諸官庁の立ち

 会いの検査合格を似って完了とする。

 本工事引渡しに際し速かに下記書類を提出する。

（１）工事引渡書

（２）竣　工　図

（３）竣 工 写 真

（４）施工図（二つ折製本）

（５）申請書・検査合格書及び保証書

（６）試運転成績表

（７）機器完成図・試験成績表・取扱説明書を含む。部数及び形式は指示による。

 １０．竣工時

提出書類

既設電気設備撤去の際 必要残存設備への電源供給（仮設を含む）等は本工事とする

本工事は改修工事であり、設計図と現況が異なる事や、解体撤去時に、予想外の事態が

発生する可能性があるが、その場合は速やかに関係者と協議を行う。

又、上記により変更が生じた場合や、納まりによる軽微な変更が生じた場合でも、

請負金額の増減は行わない

 １１．その他

１　建築基準法・消防法等で必要なものは設計図記載なきも、請負業者の責任

２　接地工事は、設計図に明記無きも本工事にて行うこと。

一 般 共 通 事 項

 １．電　　線 特記なき電線・ケーブルは ６００Ｖ ＩＶ電線とし、色別表示を行うこと。

にて施工のこと。

 ２．電　線　管 特記なき電線管は、下記を原則とする。

屋外配管　　 ＣＰ（厚鋼）　ＳＵＳ（厚鋼）　 ＨＩＶＥ　 難燃性ＦＥＰ　 ＰＥ

屋内配管　　 ＣＰ（薄鋼）　　 ＥＰ（ねじ無し）　　ＰＦ管使用　　 可　 不可　 

 ３．呼　び　線 長さ１ｍ以上の空配管には、１．２ｍｍ以上のビニール被覆然線を入線し、行先表示

を施すこと。

 ４．配 線 器 具 特記なき配線器具・プレートは、下記を原則とする。

配線器具　　　 大角連用型　　　　 ワイド型

プレート　　　 新金属　　　　　 　ステンレス　　　　 樹脂製

 ５．コンクリート 基礎及び、ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ等に使用するｺﾝｸﾘｰﾄ強度は、１８０㎏ｆ 以上とする。

 ６．塗　　装 露出配管には塗装を施す。（指定色ＯＰ２回塗り）

盤の塗装色　　　　 指定色　　　　　　メーカー標準色

 ７．防 火 区 画 防火区画の貫通部は、耐火処理を施すこと。

 ８．再　使　用 取り外し器具・機器で､再使用するものは､清掃・絶縁測定の上､取り付けること。

工　事　区　分

Ａ種接地

Ｂ種接地

Ｄ種接地

Ｃ種接地

高圧避雷器

交換機用

通信用

通信用

測定用

 ＥＡ

 ＥＢ

 ＥＤ

 ＥＣ

 ＥＬＨ

 Ｅｔ

 ＥＡｔ 

 ＥＤｔ 

 Ｅ０ 

 １０Ω以下

 Ω以下

 １００Ω以下

 Ω以下

 １０Ω以下

 Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

ＥＢ（1０φ）×１ （Ｌ＝１０００ｍｍ）

ＥＢ（1０φ）×１ （Ｌ＝１５００ｍｍ）

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－ 組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

銅板式(500×250×1.5t)

ＥＢ（１０φ）×１ （Ｌ＝１５００ｍｍ）

銅板式(500×500×1.5t)

銅板式(900×900×1.5t)

印を適用する。

本工事に使用する機器・資材で、下記メーカー以外の使用については、変更要望書

を係員に提出し、同等品と認めた場合に限り、その機器・資材を使用することができる。

　 印を適用する。

電線ケーブル

同　上特殊電線ケーブル

金属電線管 ＪＩＳマーク表示品

同　上

同　上

同　上

同上付属品

硬質ビニル管

同上付属品

キュービクル 河村電器　　日東工業　　　大　日　　日　満　　内外

配分電盤類 パナソニック　　東芝　大日　日満　内外　日東工業　河村電器　　テンパール工業

配線器具 パナソニック　　東　芝　　神　保

照明器具

換気扇

電話機

放送機器

インターホン

ナースコール

テレビ共聴機器

電気時計

自動火災報知器

自動閉鎖設備

非常警報

自家発電機

避雷針

岩　通　　パナソニック　　東　芝　　三　菱　　ＮＥＣ　　ＮＴＴ

パナソニック　　ＴＯＡ　　東　芝　　ＪＶＣケンウッド

パナソニック　　東　芝　　アイホン

東　芝　　ケアコム　　アイホン

パナソニック　　東　芝　　三　菱　　岩　崎　　小　泉

パナソニック　　東　芝　　三　菱　　日　立

パナソニック　　セイコー　　ＴＩＣシチズン 

ホーチキ　　能　美　　パナソニック　　ニッタン

同　上

同　上

日　本　　大　阪　　四　興　　大　省

戸　上　　大　垣　　三　菱　　高　松

東　芝　　三　菱　　日　立　　ダイヘン

東　芝　　指　月　　日本コンデンサー

パナソニック　　東　芝　　アイホン

日本電子工業株式会社　　美和ロック㈱ 　　アート(株)　　　(株)ゴール

パナソニック　　京セラ　　シャープ　　東芝　　三菱太陽光発電

電気錠

セキュリティー

コンデンサー

トランス

高圧気中開閉器

テ
レ
ビ
共
同
受
信

　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

設備工事

構　造　　　　　　Ｒ　Ｃ　　　鉄　骨　　　木　造 準耐火構造

誘導灯　　　  設備工事

非常用発電機　設備工事 ヤンマーディーゼル

本工事

ＪＣＳマーク表示許可工場の製品

神戸市西区曙町１０７０ 

電灯コンセント設備工事

動力設備工事

ＧＨＰ室外機に至る配管配線・機器取付工事とする

既設電灯盤ファンコイル回路用配線用遮断器を漏電遮断器(ELCB2P50AF20AT200V)に

取替より　室内機電源に至る配管配線・機器取付工事とする

既設ファンコイル用配管配線の撤去も本工事に含む

能力開発施設冷暖房設備第１期改修工事

１

電気室既設動力低圧盤に配線用遮断機を設置し手元開閉器を経て

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日



天井貼替箇所

特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

県立総合リハビリテーションセンター

ピロティー
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０
０

０
０
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０
０

３
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０
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３
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６
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０
０
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Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

６５００

３５００３０００

６５００
５ ６ ７５’

ピロティー
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０
０

０
０

６
０
０
０

３
０

０
０

３
０
０
０

６
０
０

０
６

０
０
０

６
０
０

０
６
０
０
０

Ｉ

Ｈ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

６５００

３５００３０００

６５００
５ ６ ７５’

１階平面図 １／１００１階平面図 １／１００

１／１００

１階平面図

評価作業棟

ﾋﾟﾛﾃｨｰ

UP

滑り台

印刷科

組立工作科

就労移行科

BTL

暗室

ﾋﾟﾛﾃｨｰ

UP

滑り台

印刷科

組立工作科

就労移行科

BTL

暗室

（改修後）（改修前撤去図）

2.0(E19)
ELB

EM-EEF2.0-3C(1C=E)(ｺﾛｶﾞｼ)

特記なき配管配線は下記による

(MM1-A)

コーナーボックス

既設⑤ファンコイル回路ブレーカを
ELCB2P50AF20AT200VJIS協約形25mm幅に取替接続

特記なき配管配線は下記による

IV1.6×2(E19)

図中×印は　撤去を示す

CH:2,600

CH:2,600

既設管に入線

既設電灯盤

Ｅ

２室内ユニット電源設備

あけぼのの家空調改修工事設計図

　６年１１月　　日
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特 記 事 項 設 計 設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

検
　
図

名 称

図 名

縮 尺

№

整 理 番 号

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士 大臣登録 第243356号

県立総合リハビリテーションセンター

3000 2500 2000 3000 9000

23000

玄関・ホール

湯沸室 PS

倉庫１

倉庫２

EV

PS

男子便所

PS

女子便所

UP 煙突

電気機械室

機械室

Con

As

Gr

プレファブ

3500

コ　ア　棟
５ ７”７'６'５'

8
5
0
0

4
5
0
0

3
0
0
0

4
5
0
0

2
0
5
0
0

Ｂ

Ｃ

改修後１階平面図 １／１００

Ｃ'

Ｂ'

既設

CH

既設コンデンサ

50ｋVar

既設コンデンサ

30ｋVar

既設単相Ｔｒ

既設三相Ｔｒ

既設三相Ｔｒ

100ｋｖＡ

100ｋｖＡ

75ｋｖＡ

PB(SS)200×200×100WP-SUS

EM-CE5.5ﾟ-3C+E5.5ﾟ(G28)

Ｓ

露出

既設低圧動力盤№２

既設高圧受電盤

EM-CE5.5ﾟ-3C+E5.5ﾟ(E31) 露出

CH:2,600

E5.5ﾟ(VE16)
E(ELB)

EM-CE5.5ﾟ-3C+E5.5ﾟ(E31) 露出

既設低圧電灯盤

PB(SS)200×200×100C

Ｅ

EM-CE5.5ﾟ-3C+E5.5ﾟ(ｺﾛｶﾞｼ)

１／１００

１階平面図

壁貫通(50φ)防火区画貫通処理

防火区画貫通処理
壁貫通（本工事）

壁貫通（25φ)貫通処理

既設天井点検口

既設天井点検口

壁貫通（50φ)防火区画貫通処理

ELCB3P
50AF20AT30mA

N   P

5.5ﾟ

手元開閉器盤Ｓ－１屋外防水形

EM-CE5.5ﾟ-3C+E5.5ﾟ(G28)露出

(F2WP-30)

ＡＶ

本工事

400A

チラー Ｍ－１

100A

100A 100A 100A

空調機用
２階廊下 厨房動力盤用 あけぼの

(エアコン)

職業センター

能力開発課
中央棟２階

ELCB3P

VS AS

低圧動力盤№1

3φ低圧ブスバーより分岐し

MCB
既設低圧動力盤№１

低圧動力盤№1

ブスバーに接続

切込み共

手元開閉器盤Ｓ－１屋外防水形

EM-CE5.5ﾟ-3C+E5.5ﾟ(E31)露出

CH:3,850

PB(SS)200×200×100C

PB(SS)200×200×100C

MCCB3P50AF30AT(埋込形)フラッシュプレート付
RC=10KA

MCCB3P50AF30AT(埋込形)10KA取付

あけぼのの家空調改修工事設計図

３　６年１１月　　日
ＧＨＰ空調機電源設備



３．

Ｍ

１

図

検

一級建築士　大臣登録　第２４３３５６号

特　記　事　項
設　計

設計年月日 訂正年月日

名　称

図　名

縮　尺

№

整　理　番　号

　　年　　月　　日６年　１１月　　日

特記仕様書　（衛生・空気調和設備工事）

１

（機械設備工事編）」最新版及び「公共建築設備工事標準図」最新版 ○新日本建築協会「建築設備共通仕様書」最新版

に基づき、完全に施工完成の事。

本工事に要する諸官庁等の申請手続きは請負者が代行し、その費用一切も請負者の負担とする。２

３ 図面上の明記なき事項に関しても本工事に当然必要と思われる工事は係員の指示に従い施工完成の事。

４ 本工事に於いて疑義が生じた場合は、速やかに係員と協議の上、その指示に従う事。

本工事に於ける軽微なる変更の処置については、本工事請負金額内にてこれを行い、金額の変更は行わないものとする。５

６ 各設備工事は全て仕様書、設計図に示された機能を完全に発揮されるよう施工する事。

７ 本工事に使用する機器、材料等は速やかにメ－カ－リストの申請願いを提出し、係員の承認を受ける事。

８ 工事引渡の際、実際の施工を基準とした竣工図、施工中写真等を製本して、指定部数提出の事。

尚、取り扱い説明書、各試験成績表、測定表及び官公庁その他の許認可書類も合わせて提出の事。

指定部数については、建築工事に合わせる事。

衛生設備工事Ａ

○　消火設備工事　　　○　浄化槽設備工事　　　○　ろ過設備工事●　ガス設備工事　（●都市ガス　○ＬＰガス）

空調設備工事Ｂ

●　空調機器設備工事　　　●　空調配管設備工事　　　○　空調ダクト設備工事　　　●　計装設備工事

本工事は、特記仕様書、本設計図並びに、各関係諸規則、●国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

○　給水設備工事　　　○　排水通気設備工事　　　○　給湯設備工事　　　○　衛生器具設備工事　　

○　換気機器設備工事　　　○　換気ダクト設備工事

●印を適用する

３．工事種目

工事名称

工事場所

１．建築概要

建築用途 主用途 他用途

建築面積

階　数 地下

構造種別 ○Ｓ造 ○ＳＲＣ造 ○木造

法定構造 ○木造 ○準耐火 ○耐火 内装制限　○有り　　○無し

●ＲＣ造

●印を適用する

２．一般事項

神戸市西区曙町１０７０

地上　３階建て

延べ床面積　５４４．７１㎡

県立総合リハビリテ－ションセンタ－　能力開発施設冷暖房設備改修工事第１期

保温の内容は

共通仕様書に

よる。

冷媒管の屋外

露出部は下記の

仕上げとする。

（ＳＵＳラッキング）

４．使用管材

給水管

給湯管

排水管

汚水管

通気管

ガス管

消火管

冷媒管

ドレン管

ろ過管

換気ダクト

換気ダクト

バルブ（直圧）

バルブ（上記外）

保温材（給湯）

保温材（排水）

保温材（給水）

（直圧系統は市水道局指定品仕様とする。）

給水・給湯バルブは脱亜鉛並びにコア内臓仕様とする。

一般 竪管 地中 一般 竪管 地中

屋外屋内
管　　材　　名 記　号　　備　考

１６

１５ １５１５ １５

３ ３

２５ ２５

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

耐衝撃性塩化ビニ－ル管

硬質塩化ビニ－ル管　（水道管）

硬質塩化ビニ－ル管　（一般管）

ＪＩＳ　Ｋ　６７４２ＨＩＶＰ

ＶＷＰ ＪＩＳ　Ｋ　６７４２

ＶＰ ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

硬質塩化ビニ－ル管　（薄肉管） ＶＵ ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

硬質塩化ビニ－ル管　（カラ－一般管） ＶＰ ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

耐火二層管 ＦＤＰ ＨＡＳＳ　２０６

耐熱塩化ビニ－ル管 ＨＴＶＰ ＪＩＳ　Ｋ　６７７６

塩ビライニング鋼管　（管端コア付き） Ｋ－ＶＡ ＷＳＰ　０５７

塩ビライニング鋼管　（外面被覆）

ポリエチレン被覆鋼管

配管用炭素鋼鋼管　（白）

配管用炭素鋼鋼管　（黒）

継目無脱酸銅管　（Ｍ）

ＳＧＰ－ＶＳ ＷＳＰ　０４１

ＰＬＰ ＪＩＳ　Ｇ　３４６９

ＳＧＰ ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

ＳＧＰ ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

ＣＵＰ ＪＩＳ　Ｈ　３３００

保温付被覆銅管　（Ｍ） ＣＵＰ ＪＩＳ　Ｈ　３３００

空調用被覆銅管

大阪ガス仕様

亜鉛鍍鋼板

スパイラルダクト

アルミフレキダクト

ストップバルブ　（ジスク）

ゲ－トバルブ　（ＪＩＳ　５Ｋ）

ゲ－トバルブ　（ＪＩＳ　１０Ｋ）

バタフライバルブ　（ＪＩＳ　１０Ｋ）

ボ－ルバルブ　（ＪＩＳ　１０Ｋ）

ポリスチレンフォ－ム保温材

グラスウ－ル保温材

ロックウ－ル保温材

ＳＰＤ

ＳＶ ＪＩＳ　Ｂ　２０１１

ＧＶ ＪＩＳ　Ｂ　２０１１（２０３１）

ＧＶ ＪＩＳ　Ｂ　２０１１（２０３１）

ＢＦＶ

ＢＶ ＪＶ５－１（２）

ＪＩＳ　Ａ　９５１１

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＣＵＰ ＪＩＳ　Ｈ　３３００

ＪＩＳ　Ｂ　２０３２
（６５φ以上ナイロンコ－ティング）

給水方式 ○ 直圧方式 高架水槽 既設管接続○加圧ポンプ○○

水源 ○ 公共水道 井水○ ○ 簡易水道

受水槽 ○ 本工事 （○　ＦＲＰ製　　○単板　　○複合板）

（○　ＳＵＳ製　　○単板　　○複合板）

（○　鋼板製　　　○単板　　○複合板）

○　建築工事　　　　○　既設品使用

○ （○　ＦＲＰ製　　○単板　　○複合板）本工事高架水槽

（○　ＳＵＳ製　　○単板　　○複合板）

（○　鋼板製　　　○単板　　○複合板）

○　建築工事　　　　○　既設品使用

給湯方式 ○ 個別 ○ 中央 ○ 既設管接続

熱源 ○ 電気 ○ ガス ○ 油 （　○灯油　　○Ａ重油）

排水方式 屋外 （○合流　　○分流）汚水・排水　屋内　（○合流　　○分流）

雨水　　　　屋外　（○合流　　○分流）

放流先 ○公共下水道 ○側溝、水路 ○河川 ○既設桝 ○既設管

通気方式 ○伸長通気 ○回路通気 ○逃がし通気

桝仕様 ○既製品 （○ＲＣ製　　○樹脂製） ○現場打 ○下水道課指定

図示位置に （　○ＡＹボルト　　○木ネジ）にて、堅固に体裁よく取付ける。

尚、タイル目地は、接続に支障なき限り合わせること。

陶器色 ○スタンダ－ド色 ○特注色

図示品番は、便宜上東陶機器、ダイドレの参考品番とする。

口径表示は有るも工事積算に際し大阪ガスの検討を有すること。

●　都市ガス 種別　　１１０００Ｋｃａｌ／ｍ３ 「大阪ガス責任施工」

○　ＬＰガス 種別　　２４０００Ｋｃａｌ／ｍ３

集合装置　（自動切換）　　「５０ｋｇボンベ　　　　本立」

○　既設管接続 集合装置　○メ－タ－　（　○買取　　○別途供給者負担　）

（　１次側配管共　）

○屋内消火栓　　　　○屋外消火栓　　　　○連結送水管　　　　○スプリンクラ－

○粉末消火器

消火水槽　　「　　　　ｍ３」　　○本工事（○鋼板製　　○ＦＲＰ製）　　○建築工事

配管方式 ○湿式　　　　　○乾式

方式 単独処理（○分離バッキ　○分離接触バッキ） ○合併処理

処理人員 ○○○人　　　「ＪＩＳ　Ａ　３３０２－６９に依る。」

処理水 ｍ３／日 ＢＯＤ　　　ＰＰＭ　　　　ＳＳ　　　／　以下

躯体安全加重 ○標準仕様（５ＫＮ） ○中耐仕様（１５ＫＮ）

方式 ○個別

熱源 ○空冷ヒ－トポンプ ○空冷 ○氷蓄熱

工事 ○ダクト

○機器 ○配管 ○ダクト既設利用

方式 ○個別 ○中央 第（　○１種　　○２種　　○３種　）換気

工事 ○機器 ○ダクト

既設利用 ○機器 ○ダクト

● 給水設備工事

● 給湯設備工事

● 排水通気設備工事

● 衛生器具設備工事

● ガス設備工事

● 浄化槽設備工事

● 空気調和設備工事

● 換気設備工事

● 消火設備工事

●マルチ

●ガスヒ－ポン

●機器 ●配管

（注）既設配管撤去後のスリ－ブは再使用とする。

５．工事種目　　●印を適用する。 建築 機械 電気 別途 備考

ドレン管 Ｄ

ろ過管 （往）

ろ過管 （復）

ストレ－ナ－

設備機器の制御盤及び２次側配線１８

１９

雑排水桝

汚水桝

排水金物

床上掃除口

水（湯）栓

逆止弁

量水器

仕切弁

通気管

給水管

汚水管

排水管

ガス管

冷媒管

膨張管

消火管

Ｒ

種　　　別 記　　　号 種　　　別 記　　　号

冷温水管（往）

冷温水管（復）

ＨＳ

ＨＲ

工事に於いて、疑義が生じたる場合は速やかに監督員に報告し、指示を受けること。

建築、電気設備工事と十分打ち合わせを行い、施工する事。２．

本工事は改修工事のため、施工前に十分調査の上着工する事。１．

Ｇ

アイシン ヤンマ－ パナソニック冷暖房機器

Ｍ

設備機器用リモコン及び配線

設備機器用リモコン配管２０

エアコン室内・外機器用連絡配線（ア－ス線共）２１

２３ 下水本管接続工事（下水道局工事公共桝まで）

給水引込工事２２

水道引込負担金２４

２５ 下水放流負担金

２６

各水槽の満減水警報装置１７

１６ 雨水横引配管

ル－フドレン及び雨水立樋１５

１４ 外壁面取付ガラリ

天井、床、パオプシャフト等の点検口

システムキッチン、ミニキッチン、流し台、ガス台

洗濯機パン

洗面化粧台、手洗ユニット、洗面カウンタ－

浴槽、シャワ－ユニット

各水槽の基礎８

９

１０

１１

１２

１３

各水槽の架台７

６ 設備機器の基礎及び仕上げ

最上階の貫通立ち上げ雨仕舞５

４ 天井穴明け及び下地補強

特殊仕上げ材の穴明け及び下地補強３

２ スリ－ブ、開口部廻りの補強

梁、壁、床の貫通スリ－ブ１ ●

●

●

●

●

●

●

●

●

６．工事区分　　●印を適用する。

７．特記事項

８．　凡例

９．　メ－カ－リスト

特記仕様書（機械設備工事）

県立総合リハビリテーションセンター

一級建築士　嶋本　浩史

４． 室外機ー室内機 渡り配線は冷媒管に巻き込むものとする。

あけぼのの家空調改修工事設計図



設　計
設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

名　称

図　名

縮　尺

№

整　理　番　号

特　記　事　項

６年　１１月　　日

数量 備　　　　考仕　　　　　様名　　　　称記　号

ＦＣ

１

ＦＣ

２

数量 備　　　　考仕　　　　　様名　　　　称記　号

ＧＨＰ

１

ＧＨＰ

１－１

ＧＨＰ

１－２

ＧＨＰ

１－３

ガスヒ－トポンプエアコン

（室外機）

１

５

天井吊形

１φ　２００Ｖ　　　　ワイヤ－ドリモコン

ガスヒ－トポンプエアコン

（室内機）

ガスヒ－トポンプエアコン

（室内機）

天井吊形

１φ　２００Ｖ　　　　ワイヤ－ドリモコン

ファンコイルユニット

天井吊露出型

放熱量　３６５０ｋｃａｌ／ｈ

４０Ｗ　　　　１φ　１００Ｖ

コントロ－ラ－　　　他附属品共

５

ファンコイルユニット

天井吊露出型

放熱量　２８１０ｋｃａｌ／ｈ

３５Ｗ　　　　１φ　１００Ｖ

４

壁掛形

ＡＣ

１
１

（参考品番アイシン　ＡＸＨＰ４５ＮＡ）

天井吊形

冷房能力　４．５ｋｗ 暖房能力　５．０ｋｗ

送風機　０．０６ｋｗ　　　消費電力　０．１０７ｋｗ　

１φ　２００Ｖ　　　　ワイヤ－ドリモコン

ガスヒ－トポンプエアコン

（室内機）

ガスヒ－トポンプエアコン

（室内機）

天井吊形

冷房能力　３．６ｋｗ 暖房能力　４．０ｋｗ

送風機　０．０６ｋｗ　　　消費電力　０．１０７ｋｗ　

１φ　２００Ｖ　　　　ワイヤ－ドリモコン

（参考品番アイシン　ＡＸＨＰ３６ＮＡ）

２０馬力相当

冷房能力　５６．０ｋｗ 暖房能力　６３．０ｋｗ

エンジン出力　１２．４ｋｗ　　送風機　０．３６＋０．４２ｋｗ

　消費電力　０．９９８ｋｗ　　　　　３φ　２００Ｖ

（参考品番アイシン　ＡＷＧＰ５６０Ｇ１ＺＤ）

冷房能力　７．１ｋｗ 暖房能力　８．０ｋｗ

送風機　０．０９１ｋｗ　　　消費電力　０．１１２ｋｗ　

（参考品番アイシン　ＡＸＨＰ７１ＮＡ）

冷房能力　５．６ｋｗ 暖房能力　６．３ｋｗ

送風機　０．０６ｋｗ　　　消費電力　０．１０９ｋｗ　

（参考品番アイシン　ＡＸＨＰ５６ＮＡ）１

２

ＧＨＰ

１－４
１

壁掛形

１φ　２００Ｖ　　　　ワイヤ－ドリモコン

ドレンＵＰ機能　　　　他附属品共

ガスヒ－トポンプエアコン

（室内機）

ＧＨＰ

１－５
（参考品番アイシン　ＡＸＡＰ２８ＥＢ）冷房能力　２．８ｋｗ 暖房能力　３．２ｋｗ

送風機　０．０３ｋｗ　　　消費電力　０．０３４ｋｗ　

１

耐塩害仕様　　　他附属品共

　ガス消費量　４９．４ｋｗ　　１３Ａ　　ＯＳ防振架台

デザイン科室・縫製科室

金属工芸科室・印刷科室

暗室

印刷科室・縫製科室

金属工芸科室

金属工芸科室・印刷科室

デザイン科室

暗室

コントロ－ラ－　　　他附属品共

冷房能力　２．２ｋｗ　　暖房能力　２．５ｋｗ

圧縮機　６００ｗ　　　消費電力　４４０ｗ

１φ　１００Ｖ　　　リモコン　　　室外機　

　　　他附属品共

Ｍ

２

図

検

一級建築士　大臣登録　第２４３３５６号

一級建築士　嶋本　浩史

空調機器表

県立総合リハビリテーションセンター

撤去機器表新設機器表

Ｒ３２冷媒　０．４７ｋｇ回収・破壊処理含む。

ヒ－トポンプエアコン　　エア－フィルタ－　　他附属品共

　　エア－フィルタ－　　他附属品共

　　エア－フィルタ－　　他附属品共

　　エア－フィルタ－　　他附属品共

あけぼのの家空調改修工事設計図



設　計
設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

名　称

図　名

縮　尺

№

整　理　番　号

特　記　事　項

６年　１１月　　日

所長室

Ｉ

３
０
０

０
６
０
０
０

３
０

０
０

６
０
０

０
３
０
０
０

２
１
０

０
０

３
０
０
０
０

６０００ ６０００ ６０００

１８０００ ９０００

３０００ ３５００ ２５００２０００３０００ ９０００

２３０００

８
５

０
０

４
５
０

０
３
０

０
０

４
５
０
０

６
０

０
０

６
０
０
０

６
０
０
０

６
０
０

０
６
０

０
０

３
０
０
０

３
０
０
０

２
０

５
０
０

４
５
０
０

３
０
０
０
０

Ａ

Ｂ

Ｃ

１ ２ ３ ４ ５ ５’ ６’ ７’

Ｂ

Ｃ

Ａ’

Ｂ’

Ｃ’

７”

Ｄ’

Ｄ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

廻り階段
厚生相談事務室

事務室

カウンター

玄関

湯沸室ＰＳ

倉庫１

倉庫２

ＥＶ

ＰＳ

男子便所

ＰＳ

ＵＰ

機械室

煙突

電気機械室

２７０００ １３０００

６５００ ６５００

３０００ ３５００

１００００

１ ５ ５’ ６ ７ ７”

面接室

待合ロビー

ピロティー

ＵＰ

滑り台

暗室

あけぼの平面図参照

玄関・ホール

Ｒ

記号 既設冷媒管サイズ

Ａ

Ｂ φ９．５／φ１５．９

φ６．４／φ１２．７

φ９．５／φ１９．１

φ９．５／φ２２．２

φ１５．９／φ２８．６

Ｄ

Ｅ

Ｃ

Ｅ

天井配管

女子便所

ＧＨＰ室外機廻り配管平面図参照

就労移行科

印刷科

組立工作科

ＧＨＰ室外機
１

ＧＨＰ

Ｍ

３

図

検

一級建築士　大臣登録　第２４３３５６号

県立総合リハビリテーションセンター

１／２００

１階改修平面図

あけぼのの家空調改修工事設計図

一級建築士　嶋本　浩史

コ　ア　棟

１階改修平面図 １／２００

中　央　棟

評価作業棟



設　計
設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

名　称

図　名

縮　尺

№

整　理　番　号

特　記　事　項

６年　１１月　　日

印刷科

ＵＰ

滑り台

３
０
０
０

０

６
０
０

０

３
０
０

０
３
０

０
０

６
０
０
０

６
０

０
０

６
０
０
０

６
０

０
０

Ｉ

Ｈ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

暗室

ピロティー

ＵＰ

滑り台

３
０
０
０

０

６
０
０

０

３
０
０

０
３
０

０
０

６
０
０
０

６
０

０
０

６
０
０
０

６
０

０
０

Ｉ

Ｈ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

▽

▽

Ｒ

▽

▽

Ｒ

▽

Ｒ

▽

▽

▽

▽

Ｒ

Ｄ

Ｄ

１－２

ＧＨＰ ＧＨＰ ＧＨＰ

ＧＨＰ

ＧＨＰ

ＧＨＰ

１－３ １－４

１－３

１－５

１－１
×４

Ａ

暗室

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ＧＨＰ

１－１
印刷科

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

記号 既設冷媒管サイズ

Ａ

Ｂ φ９．５／φ１５．９

φ６．４／φ１２．７

φ９．５／φ１９．１

φ９．５／φ２２．２

φ１５．９／φ２８．６

Ｄ

Ｅ

Ｃ

天井配管

露出配管

露出配管

雨水桝へ

雨水桝へ

天井配管

リモコンスイッチ×１０ヶ

リモコン配線新設配管を示す

既設配管を示す

既設配管接続部を示す

凡　　　例

３０

２５

２５

２５

２５

３０

露出配管

３５００３０００

５ ６ ７５’
６５００６５００６５００６５００

５ ６ ７５’

３５００３０００

３
０

雨水桝へ

Ｄ

以降１階平面図参照

２０

２０

２５

ＦＬ＋１２５０に取付

リモコン配線はＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃとする

立ち下げ部はメタルモ－ル内配線とする。

室外機－室内機渡り配線はＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃとする。

配線は冷媒管に巻き込とする。

Ａ Ａ

就労移行科

天井配管

就労移行科

組立工作科

組立工作科

Ｍ

４

図

検

一級建築士　大臣登録　第２４３３５６号

あけぼの空調改修平面図

県立総合リハビリテーションセンター

１／１００

一級建築士　嶋本　浩史

あけぼの空調改修平面図　　　１／１００ あけぼの空調計装改修平面図　　　１／１００

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

ＲＲ

あけぼのの家空調改修工事設計図



特　記　事　項
設　計

設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

名　称

図　名

縮　尺

№

整　理　番　号

　６年　１１月　　日

倉庫１

倉庫２

玄関・ホール

ＥＶ

ＰＳ

ＵＰ 煙突

電気機械室

男子便所

ＰＳ

湯沸室

ＰＳ

４
５
０
０

３
０
０

０
４
５

０
０

８
５
０
０

２
０
５
０

０

Ｃ’

Ｂ’

Ｂ

Ｃ

３５００ ２５００ ２０００ ３０００ ９０００

７”５’ ６’ ７’

倉庫１

ＥＶ

ＰＳ

ＵＰ 煙突

電気機械室

男子便所

ＰＳ

湯沸室

ＰＳ

４
５
０
０

３
０
０

０
４
５

０
０

８
５
０
０

２
０
５
０

０

Ｃ’

Ｂ’

Ｂ

Ｃ

３５００ ２５００ ２０００ ３０００ ９０００

７”５’ ６’ ７’

Ｇ

機械室

女子便所

玄関・ホール

Ｇ

８０

３２

機械室

Ｒ

新設ガスメ－タ－

既設ガスメ－タ－

既設ガスメ－タ－

【空調系統】

既設ガスメ－タ－女子便所

新設ガスメ－タ－

既設埋設ガス管８０Ａ

新設ガスメ－タ－

メ－タ－ガス栓

既設露出ガス管８０Ａ

既設露出ガス管８０Ａ

（ダイヤモンドカッタ－）

記号 既設冷媒管サイズ

Ａ

Ｂ φ９．５／φ１５．９

φ６．４／φ１２．７

φ９．５／φ１９．１

φ９．５／φ２２．２

φ１５．９／φ２８．６

Ｄ

Ｅ

Ｃ

天井配管Ｅ

コ　ア　棟 コ　ア　棟

１階平面図参照

Ｒ

穴あけ補修１２５φ×２００ｔ

ＧＨＰ室外機ＧＨＰ

１

１

ＧＨＰ

ＧＨＰ室外機

コンクリ－ト室外機基礎（建築工事）

１９００×１１００×２００Ｈ

新設ガスメ－タ－ＳＡ６号Ｇ

メ－タ－ガス栓３２Ａ

ガス配管はすべて屋外露出配管

ＧＨＰ室外機ガス接続

ねじガス栓２０Ａ

既設露出ガス管８０ 活管分岐取出し

ＳＡ６号Ｇ

活管分岐取出し

Ｇ

３
２

ＧＨＰ室外機へ

３
２
Ａ

Ｍ

５

図

検

一級建築士　大臣登録　第２４３３５６号 １／１００

１階室外機廻り配管平面図

県立総合リハビリテーションセンター

あけぼのの家空調改修工事設計図

一級建築士　嶋本　浩史

室外機廻りガス配管平面図 １／１００ １／１００室外機廻り冷媒管平面図



設　計
設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

名　称

図　名

縮　尺

№

整　理　番　号

特　記　事　項

６年　１１月　　日

所長室

Ｉ

３
０
０
０

６
０

０
０

３
０
０
０

６
０
０
０

３
０

０
０

２
１
０
０
０

３
０
０

０
０

６０００ ６０００ ６０００

１８０００ ９０００

３０００ ３５００ ２５００２０００３０００ ９０００

２３０００

８
５
０
０

４
５
０
０

３
０
０
０

４
５

０
０

６
０
０
０

６
０
０

０
６
０

０
０

６
０
０
０

６
０
０
０

３
０

０
０

３
０

０
０

２
０
５
０

０
４
５
０

０
３
０
０

０
０

Ａ

Ｂ

Ｃ

１ ２ ３ ４ ５ ５’ ６’ ７’

Ｂ

Ｃ

Ａ’

Ｂ’

Ｃ’

７”

Ｄ’

Ｄ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

廻り階段
厚生相談事務室

事務室

カウンター

玄関

湯沸室ＰＳ

倉庫１

倉庫２

ＥＶ

ＰＳ

男子便所

ＰＳ

ＵＰ

機械室

煙突

電気機械室

２７０００ １３０００

６５００ ６５００

３０００ ３５００

１００００

１ ５ ５’ ６ ７ ７”

面接室

待合ロビー

ピロティー

ＵＰ

滑り台

暗室

印刷科

玄関・ホール

女子便所

あけぼの撤去平面図参照

５０　５０

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

ＣＨＲＣＨＳ

８０　８０

５０ 残置処分

１００　１００

６５　６５

機械室より

残置処分

撤去配管を示す

凡　　　例

既設残置配管を示す

就労移行科

組立工作科

６

Ｍ

図

検

一級建築士　大臣登録　第２４３３５６号

県立総合リハビリテーションセンター

１／２００

１階撤去平面図

一級建築士　嶋本　浩史

１階撤去平面図 １／２００

コ　ア　棟中　央　棟

評価作業棟

あけぼのの家空調改修工事設計図



設　計
設計年月日 訂正年月日

　　年　　月　　日

名　称

図　名

縮　尺

№

整　理　番　号

特　記　事　項

６年　１１月　　日

Ｃ
Ｈ
Ｓ

ＣＨＳ
ＣＨＲ

Ｃ
Ｈ

Ｒ

ＣＨＳ
ＣＨＲ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
Ｓ

ピロティー

ＵＰ

滑り台

６５００

３５００３０００

６５００
５ ６ ７５’

３
０
０
０

０

６
０
０

０

３
０
０

０
３
０

０
０

６
０
０
０

６
０

０
０

６
０
０
０

６
０
０
０

Ｉ

Ｈ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

ピロティー

ＵＰ

滑り台

６５００

３５００３０００

６５００
５ ６ ７５’

３
０
０
０

０

６
０
０

０

３
０
０

０
３
０

０
０

６
０
０
０

６
０

０
０

６
０
０
０

６
０
０
０

Ｉ

Ｈ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

２

ＦＣ

×２

ＦＣ

１

ＦＣ

１ ×４

ＦＣ

×２２

印刷科

５０ ２５

２０

２０

５
０

５０

４０　２５

４０

ＦＪ５０×３００Ｌ×２

ＧＶ５０×２

暗室

２０

３２

Ｄ

伸縮継手５０

撤去配管を示す

既設配管を示す

凡　　　例

１

ＡＣ

Ｄ
Ｒ

２
０

２
０

２
０

Ｃ
Ｈ
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｒ

４０　３２

１階撤去平面図参照

印刷科

２

ＦＣ

×２

１

ＦＣ

×４

１

ＡＣ

暗室

露出配管

天井配管

天井配管

天井配管

天井配管

天井配管

３０
Ｄ

２５

２５

２５
２５

室外機撤去

冷媒管共

既設スリ－ブ再使用

配線（１．６－４Ｃ）共

コントロ－ルスイッチ×８ケ撤去

３
０

Ｄ
２０

２
０

３２

４０

４０

φ６．４／φ９．５

就労移行科

組立工作科

組立工作科

就労移行科

ＦＣ

１×２２

ＦＣ

Ｍ

７

図

検

あけぼの空調撤去平面図

県立総合リハビリテーションセンター

１／１００

一級建築士　嶋本　浩史

一級建築士　大臣登録　第２４３３５６号

あけぼの空調撤去平面図　　　１／１００ あけぼの空調計装撤去平面図　　　１／１００

ＲＲＲ

ＲＲ

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

あけぼのの家空調改修工事設計図


